
・共有資料に沿った内容共有
テーマ：包材による内容物への影響、内容物による包材への影響

容器と内容物の相性（ここでは相溶性）により、容器が変化する
ゆず肌→シーラント層に内容物が浸透して、アルミ層とシーラント層界面が凸凹になる。
デラミ→シーラント層に内容物が吸着、浸透、透過し、接着層まで達し部分的な剥離が発生する

各具体的な事例
レトルト製品→食塩を少量添加することでメカニズムは不明だが容器臭を感じなくなるものもある。
風味の減少→香気成分はオレフィン容器だと吸着されやすいが、ガラスやPETでは収着しにくい。香気成分としての力価が大きいものは分子

の数も少ないため少量の収着でも風味劣化をしやす。逆に力価が低いものは分子の数が多いため、多少吸着されても、全体の分子の数には影
響を与えないため、風位劣化を起こしにくい
内容物の透湿→容器から水分蒸散が発生するため、肉厚PET・ガラスなどを使用する
ESCR：HDPE・LDPEは起こりやすく、LLDPEは比較的起こりにくい。PPは起こった事例がない。
アルミ蒸着の腐食→接着剤の選定により、蒸着抜け（白い斑点状）の起こりやすさが異なる。耐酸性の接着剤が存在する。果汁割合が

多い（３０％を超える）内容物に使用する接着剤がある。ラミ強度の低下と腐食性には経験上ある程度の相関があると思われる。
長期保管による多層容器のデラミ→内層にPPを用いることで抑制できる可能性あり。ホモPPであれば起こりにくい。ただし、耐寒性の観点か

らブロックPPがレトルト製品では主流。現在はゴム成分を均一に微分散させゴム成分が膨潤してもゆず肌が目立ちにくいようにしている。フィルム
ではLLDPEが主流＋成膜時のストレスが存在しないためESCRが起きないと思われる。成形品の場合はLDPE or HDPEを使用＋成形時のス
トレス（ひずみ）によりESCRが起きると推定される。
パウチの場合は、スタンディングパウチの交点で内容物を入れて加温すると起こる。C4、C6の配合割合によってストレスクラックの発生頻度が変
わってくる。C6の割合が増えることでストレスクラックが抑制される。
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その他参考資料（大須賀様よりご提供いただく）

参加者には全文資料を配布しました。
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